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タウ ヒー ド ( 神 の 唯一 性 ) 





ムスリム の 皆様 。 私 達 の 教え は タウ ヒー ド の 信 
仰 で す 。 タ ウ ヒ ー ド と は 、 ア デッラ ー 以 外 の 創造 主 
と 崇拝 対象 を 認め な いと いう こと で す 。 聖 アー ダ 
ム か ら 、 最 後 の 預 言 者 ムハンマド に 至る まで 、 彼 
ら が も た らし た 教え の 基本 は 、 タ ウ ヒ ー ド の 信条 
に よっ て 成り 立つ も の で 
す 。 歴史 を 通し て 全て の 
預言 者 は 、 タ ウ ヒ ー ド の 
教え を 伝え よう と 努め 、 
人 々 に アッ ラー の 唯一 性 、 
来世 、 そ し て その メッ セ 
ー ジ を 信じ る よう 呼び か 
けた の で す 。 時 間 と 共に 
人 々 が タウ ヒー ド を 忘れ 、 
款 教 か ら 遠 ざか る よう に 
な る と 、 ア ッ ラ ー は 新た 
な 預言 者 を 遣わ され 、 タ 
ウ ヒ ー ド の 信仰 か ら 逸 騰 し な いよ う 導 か れ た の で 
す 。 

クル アー ン で は 次 の よう に 説 か れ て いま す 。 
「 本 当 に われ は 、 各 民 に 一 人 の 使徒 を 遣わ し て 
「 ア ッ ラ ー に 仕え 、 邪 神 を 避け な さい 。』J と ( 命 
じ た ) 。 そ れ で か れ ら の 中 に は 、 ア デッラ ー の 導 か 
れ た 者 も あり 、 ま た 、 迷 誤 が 避け られ な い 者 も あ 
っ た 。 そ れ で 地上 を 旅 し て 、 (真理 を ) 拒否 し た 
者 の 最後 が どん な も の で あっ た か を 見 る が い 
い 。」 ( 箸 蜂 章 第 3 6 節 ) 

タウ ヒー ド は 、 ア ッ ラ ー に よる 支配 は どの よう 
な 形 で あれ 分 割 さ せら れる こと が な いこ と 、 ア ッ 
ラー 以外 の いか な る 存在 に も 人 間 性 を 超越 し た カカ 
は 与え られ な いこ と 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 存在 に 対し 
て は 祭 拝 行為 は な され な い 、 と いう こと を 意味 し 
ます 。 なぜなら 最も 高貴 な 特性 は アッ ラー の も の 
で ある か ら で す 。 アッラー の 神 性 の 特性 の うち の 
一 つ 、 も し く は 複数 を 他 の 存在 に 対し て 用 いる こ 
と は シル ク に な り ま す 。 シ ルク 、 つ まり アデ ッ ラー 
に な に も の か を 配 す る こと は 、 悔 悟 が 行なわ れ な 
い 限 り 決 し て 許さ れる こと の な い 罪 な の で す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人 間 は タウ ヒー ド の 
教え を 受け いる に 適し た 天性 を 備え 、 清 ら か な 存 





在 と し て 創造 され まし た 。 人 の 創造 の 完全 さ 、 そ 
し て 彼 が 周囲 に 見 出す 全て の も の 、 自 然 界 の 完璧 
な 作用 は 、 人 に タウ ヒー ド を 説き 明か し ます 。 彼 
が や る べき こと は 、 タ ウ ヒ ー ド の 教え を 自分 の も 
の と する こと 、 そ れ を 守る こと で す 。 クルアーン 
は タウ ヒー ド を 損ない 、 正 
し い 信 仰 を 失わ せる 要素 を 
ー つ 一 つの 教え て いま す 。 シ 
ルク は タウ ヒー ド を 失わ せ 
ます 。 例 えば 父祖 伝来 の 宗 
教 を 無知 な まま に 信じ る こ 
と 、 う ぬ ぼ れ や 我 欲 の 虜 に 
人 の こら べ ど で す 。 これ ら 
の 全て の リス ク か ら 自 ら を 
守る 方 法 は 、 款 教 を 正しく 
学び 、 正 し く 理解 し 、 正 し 
く 実践 する こと で す 。 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 祭 高 な る 主 は 、 人 間 
や ジン ( 幽 精 ) を た だ ご 自身 へ 崇拝 させ る た め に 創 
造 さ れ ま し た 。 イ バー ダ に お いて アッ ラー 以外 の 
承認 を 得 よ うと 求め る こと 、 善 行 を 人 に 見 せる 人 為 
に 行なう こと 、 ア ッ ラ ヲ ラー 以外 の 存在 に 助け を 求め 
る こと 、 健 康 の 回 復 を 求め る こと な ど は 、 タ ウ ヒ 
ー ド の 信仰 に 反する 行動 で す 。 今日 の ホ ト バ を 、 
シル ク を 恐れ 、 タ ウ ヒ ー ド に 結び つい て いる 事 に 
関す る アッ ラー の ご 命令 を 紹介 する こと に よっ て 
締め くく り た いと 思い ます 。 
「 本 当 に われ は 真理 に よっ て 、 あ な た に この 茂 典 
を 下 し た 。 そ れ で アッ ラー に 仕え 、 信 心 の 誠 を 尽 
せ 。」 (集団 章 第 2 節 ) 「 言 っ て や る が いい 。 
「 わ た し は あな た が た と 同じ 、 只 の 人 間 に 過 ぎ な 
い 。 あ な た が た の 神 は 、 唯 一 の 神 (アッ ラー) で 
ある こと が 、 わ た し に 啓示 され た の で ある 。 過 そ 
誰 で も 、 主 と の 会 見 を 請 い 願う 者 は 、 正 し い 行 い 
を し な さい 。 か れ の 主 を 祭る 場合 に 何一つ (同位 
に ) 配置 し て 祭 拝 し て は な ら な い 。』」 (洞窟 章 
第 1 1 0 分) 
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